平成23年第３回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録
1.　平成23年９月７日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。
2.　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　師岡　伸公君　　第２番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君

　　　　第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君
第10番　村木　征一君　   第11番　師岡　　智君　  第12番　前田　悦男君
第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君

3.　欠席議員は次のとおりである。
　　　　な　し
4.　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

5.　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

6.　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。
　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住民課長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君
　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君
　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
病院事務長　川村　文雄君

平成23年第３回奥多摩町議会定例会
連　合　審　査　会　議　事　日　程

平成23年９月７日（水）

午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　　果

	１
	――
	議長開会・開議宣告
	――

	２
	――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第47号
	平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	４
	議案第48号
	平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	５
	議案第49号
	平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	６
	議案第50号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	７
	議案第51号
	平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	８
	議案第52号
	平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算

（第１号）
	可決すべきもの

	９
	議案第53号
	平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）
	可決すべきもの


（閉会　午後１時27分）
午前10時00分　開会・開議

○議長（鈴木　賢一君）　皆さん、おはようございます。これより本日の連合審査会を開会、開議します。

　本日の出席委員は13名です。直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定について、を議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りとします。

本日の連合審査会は、お手元に配付してある日程表のとおり、９月６日の本会議第１日に付託された日程第３　議案第47号　平成23年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）及び日程第４　議案第48号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第５　議案第49号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第６　議案第50号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第７　議案第51号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第８　議案第52号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第９　議案第53号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上７件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に各課長にお願いします。説明は、自席に着席したままで簡潔に行っていただくようお願いします。

　初めに、議案第47号について、各課長から順次所管の説明を求めます。企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、一般会計補正予算書の７ページをお開きください。歳入でございます。

　地方特例交付金204万8,000円の減、次の地方交付税１億5,395万5,000円の増、次の総務費都補助金110万1,000円の減は、交付決定によるものでございます。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　民生費都補助金の社会福祉費補助金、高齢社会対策包括補助事業補助金200万円の減額は、高齢者日常生活圏域ニーズ調査事業補助金の財源組替によるもので、次の地域支え合い体制づくり事業補助金は750万円を新規に見込むもので、高齢者日常生活圏域ニーズ調査事業補助金250万円と災害時要援護者管理システム整備事業補助金500万円を、それぞれ補助率10分の10で見込むものです。

次の高齢者を熱中症等から守る緊急対策事業補助金497万5,000円は、東京都が一人暮らし等高齢者の熱中症予防対策が急務ということから、６月の補正予算において補助率10分の10で創設をされたもので、この事業は、暑さのピーク時期に合わせて行うということが最も重要であるということで、今回、補正予算のご決定をいただく前ではございましたが、時期を逸して実施をしても意味をなさないと判断させていただきまして、予備費を流用し、８月10日、11日に熱中症関連グッズを配付させていただいておりますので、どうかご理解をお願いしたいと思います。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の農業水産業費都補助金417万6,000円の増につきましては、都補助林道開設事業補助金の増で、西側線林道の開設事業を予定しております。以下につきましては、それぞれ減額ということで予定しております。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の商工費都補助金でございますが、観光施設等整備事業補助金の交付決定に基づき52万2,000円を減額するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の土木費都委託金18万6,000円の減につきましては、奥多摩周遊道路の管理委託の減で、額の確定によるものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次の教育費委託金でございますが、139万8,000円の追加につきましては、言語能力向上推進事業委託金を119万8,000円、自校の教員による採点調査研究校事業委託金20万円を、それぞれ新規に計上するもので、詳細につきましては歳出でご説明いたしますが、東京都で実施する新たな取り組みへ町内の学校が指定されたことによる委託金でございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の不動産売払収入1,004万6,000円の増は、海沢560番地ほかを社会福祉法人東京多摩学園に知的障害者作業所建設のために売り払ったものでございます。

　次の介護保険特別会計繰入金458万8,000円の増、次の後期高齢者特別会計繰入金200万円の増は、平成22年度決算に伴い一般会計に繰り入れるものでございます。

　次の財政調整基金繰入金3,400万円の減、次の公共施設整備基金繰入金１億6,400万円の増、次の減債基金繰入金5,000万円の減は、財源調整によるものでございます。

　次の９ページをお開きください。

　繰越金9,818万6,000円の増は、前年度の決算によるものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の諸収入の森林再生事業受託収入639万9,000円の増額と花粉症発生源対策事業受託収入の2,000円の減額でございますが、それぞれ契約金額の確定によるものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　家具転倒防止事業助成金は98万2,000円を追加するものですが、事業量の増による追加でございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の臨時財政対策債3,326万7,000円の減は、確定によるものでございます。

　以上で歳入の説明を終わります。

○総務課長（原島　　肇君）　補正予算書10ページからは歳出に入りますが、その前に人件費について総括的に説明させていただきます。

　補正予算書の35ページ、給与費明細書をご覧ください。

35ページは特別職の給与費明細書です。下段の比較の欄をご覧ください。

職員数、給与費等に変更はございません。

　共済費８万6,000円の増は、負担率に基づき精査したものです。

　次ページをお願いします。一般職でございます。

　上から３行目、比較の欄ですが、職員数は１名の減、給与費の給料は435万5,000円の減、職員手当は11万6,000円の増、１つ飛ばしまして共済費は205万9,000円の減、合計で629万8,000円の減となります。職員の減は、欠員です。給料、職員手当、共済費につきましては、年間所要額を調整したものです。下段、職員手当の内訳につきましては、説明を省略させていただきます。

以上で給与費明細書の説明を終わります。

10ページにお戻りください。歳出に入ります。

　款02総務費の総務管理費、一般管理費は786万7,000円を追加するもので、給料から共済費まで所要見込額の調整をしたものです。賃金の299万2,000円の増は、産休代替職員分３名分の増及び欠員職員の補充職員分の賃金を見込んだ増となります。

　負担金・補助金及び交付金の５万円の増は、人事考課制度に伴う職員研修講師謝礼、流用補てん分となります。

　職員研修費は53万9,000円を追加するもので、東日本大震災被災地職員派遣旅費10人分の増が主なものとなります。

　次ページをお願いします。庁舎管理費は９万3,000円の追加で、地価１階会議室及び１階男女トイレに芳香器を設置するものです。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の財政管理費15万円の増は、備品購入によるものでございます。

　次の財産管理費10万円の増は、町有施設の修繕費の増でございます。

　次の地域振興対策事業費100万円の増は、身近なまちづくり推進事業の助成金の増でございます。

　次の財政調整基金5,000万円の増は、財政調整のための積立金でございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の交通安全施設等整備事業費55万円の増につきましては、日向人道橋設置工事の管理業務委託の減と日向人道橋実施設計委託料の増を見込むもので、今年度、歩道橋が完成する予定でおります。

○総務課長（原島　　肇君）　12ページをご覧ください。

　防犯対策費の防犯施設整備費は７万7,000円を追加するもので、防犯灯整備工事の増で、古里中学校への通学路７カ所について自治会、ＰＴＡの要望により１本の電灯から２本の電灯に光度を上げるものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　地域ネットワーク協議会事業費、これは科目の組み替えでございます。

　次の税務総務費57万4,000円の減は、人件費の調整でございます。

○総務課長（原島　　肇君）　13ページをお願いします。

選挙管理委員会費は９万7,000円を減額するものですが、人件費の調整となります。

以上、総務費の説明を終わります。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　続きまして、款03民生費でございます。

　社会福祉総務費６万9,000円の増額は、給料及び職員手当等で人件費の所要額を見込むものです。

　14ページをお願いします。次の国民健康保険事業費は、423万3,000円を増額するもので、給与から共済費まで、職員の異動に伴う人件費の所要額を見込むものです。

次の成年後見制度利用支援事業費は、新たに報償費で社会貢献型後見人養成活動報償12万円を見込み、負担金・補助及び交付金で成年後見制度利用支援事業補助金を12万円減額するものです。

　次の老人福祉費の高齢者福祉地域支援費は、歳入でご説明をいたしました高齢者を熱中症等から守る緊急対策事業補助金を見込むため、財源組替を行うものです。

次の高齢者在宅サービスセンター事業費49万8,000円の増額は、需用費で緊急の修繕といたしまして、室外機等の交換を見込むものです。

福祉モノレール等整備事業費５万円の増額は、新たに発生した修繕に対応するため所要額を見込むものです。

15ページをお願いいたします。

　次の介護保険特別会計繰出事業費44万5,000円の増額は、職員給与費等人件費の所要額を見込むものです。

　高齢者日常生活圏域ニーズ調査事業費は、歳入でご説明いたしました社会福祉費補助金50万円の増を見込むため財源組替を行うものです。

心身障害者福祉費の自殺対策事業費７万5,000円の増額は、備品購入費で自殺予防立て看板購入費５枚分を見込むものでございます。

次の児童福祉費、児童福祉総務費127万7,000円の減額は、職員の異動に伴う人件費の所要額の減を見込むものです。

16ページをお願いいたします。子ども手当事務費は33万5,000円増額するもので、過年度の額の確定に伴う国庫委託金の返還額です。

子ども家庭支援センター事業費156万6,000円の減額は、主に給与から共済費までは職員の異動に伴う人件費の所要額の減を見込むもので、委託料では複合機の保守委託料18万円の増を、使用料及び賃借料で複合機等使用料32万1,000円の減を、工事請負費で消防用緊急電話アナログ回線工事費１万1,000円をそれぞれ見込むものでございます。

次の病後児預かり事業費４万5,000円の増額は、役務費で賠償責任保険料と障害保険料を見込むものです。

17ページをお願いいたします。衛生費でございます。

保健衛生総務費40万円の増額は、職員の超過勤務手当の所要額を見込むものです。

　保健福祉センター管理費341万8,000円の増額は、需用費でボイラー等修繕費26万8,000円を、工事請負費で保健福祉センター来場者用駐車場を新たに隣接地に整備する費用といたしまして315万円を見込むものです。

次に、予防費の食育推進事業費１万3,000円の増額は、役務費で料理講習会の参加者傷害保険料を見込むものです。

○住民課長（浜野　武雄君）　環境衛生総務費170万7,000円の減額は、人件費の調整と、備品で小型放射線測定器の購入をするものでございます。

　18ページをご覧ください。清掃総務費74万6,000円の増額は、超過勤務手当ほかの増によるものでございます。

　ごみ処理事業費１億4,008万8,000円の追加は、西秋川衛生組合加入に伴う過年度負担金、本年度分賦金等でございます。

　し尿処理事業費138万円の減額は、秋川衛生組合分賦金の減でございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　19ページをお願いいたします。

農業委員会費でございますが、都農業会議賛助員拠出金の見直しに伴う2,000円の増額以外の134万7,000円につきましては、人件費分でございます。

次の農作物有害鳥獣対策事業費でございますが、16万1,000円を増額するもので、都の補助に伴う事務指導により消耗品から賃金に予算振り替えを行うとともに、簡易電気柵の在庫がなくなったため５セット分を購入する経費を計上するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の簡易給水施設管理費53万円の増につきましては、賃金の増及び栃寄浄水場のポンプ小屋の復旧工事、安寺沢地内の配水管の支障移設工事を見込むものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の農業振興総務費の23万2,000円の増額でございますが、古くから奥多摩で栽培されていたジャガイモの「治助」を奥多摩ブランドとして商標登録する経費を計上するものでございます。

　次の山村地域農林業振興事業費でございますが、海沢の体験農園のラウベの増築を来年度国庫補助を利用して予定していますが、国庫補助を受けるため計画を策定する必要がありますので、275万1,000円を増額するものでございます。

　次の町農林業等振興事業費の１万7,000円の増額でございますが、アースガーデンの火災報知設備を修理するためにお願いするものでございます。

　次の山村振興事業費でございますが、体験農園で使用する肥料を原材料費で予算計上していたものを消耗品費に振り替えを、あわせて汲取料9,000円を増額するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　21ページをお願いいたします。林業総務費の40万円の増につきましては、超過勤務手当を見込むものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の森林保全・活用総務費の３万円の増額でございますが、町有林の保育を行っております森林保安員３名分の刈払機使用にかかわる講習会負担金を計上するものでございます。

　次の多摩の森林再生事業費の631万5,000円の増額でございますが、契約確定による所要額をそれぞれ調整したものでございます。

　次のページの花粉症発生源対策事業費の５万円の減額でございますが、こちらも契約確定に伴い所要額を調整したものでございます。

　次の森林セラピー事業費でございますが、現在使用している車、これは役場で使用していた車で、車検が残っていたので使用していたものですが、更新時期となったため新たに軽自動車を購入する費用と、それに伴う必要経費122万8,000円を増額するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の林道治山費につきましては、23ページをお願いいたします。

　林道維持管理費300万円の増につきましては、林道維持工事を見込むもので、次の都補助林道開設事業費360万6,000円の増につきましては、西側線林道の委託工事、補償費をそれぞれ見込むものです。

　次の都補助林道改良（舗装）事業費1,000円につきましては、消耗品増を見込むものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の水産業総務費の304万2,000円の減額、次のページの観光総務費の152万円の減額につきましては、ともに人件費分でございます。

　次の観光施設維持管理費の159万5,000円の増額につきましては、川井キャンプ場のボイラー交換及び日原駐車場入り口観光用トイレなどを修繕するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次は、款08の土木費になります。25ページをお願いいたします。

　土木総務費37万5,000円の増につきましては、給与、職員手当の減と原地内での急傾斜地復旧工事負担金の増を見込むもので、今年５月30日に早朝、熱海地内で崩落がありまして国道が通行止めになった場所でございます。今回、その上部の部分の緊急工事を実施する予定での負担金でございます。

　次の奥多摩周遊道路管理費につきましては、財源組替でございます。

　次の登記事務費96万4,000円、次の地籍調査事業費308万2,000円につきましては、それぞれ委託料の増を見込むものでございます。

　26ページになります。道路維持費の8,215万円の増につきましては、町道の設計委託料及び工事費、物件補償費を見込んでおります。

次の道路新設改良費、町単独道路新設改良事業費210万円の増につきましては、町道栃久保東線の拡幅計画による土地買収費を計上しております。

次の住宅管理費229万円の増につきましては、住宅の修繕を見込むもので、空き家修繕１件、一般修繕を予定しております。

次の住宅建設費350万円の増につきましては、次の27ページの上段の説明にございます長畑地内の宅地分譲予定地の解体工事及び長畑地内の宅地分譲予定地の整備工事を予定しております。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の下水道事業特別会計繰出事業費279万2,000円の増は、下水道会計への繰出金でございます。

○総務課長（原島　　肇君）　款09消防費に入ります。

　消防費の常備消防費は使用料及び賃借料で６万6,000円を追加するもので、旧給食センター用地を消防施設用地として再契約するにあたり、財産区画審議会に諮り、近隣土地との均衡を考慮し金額を決定したため、追加計上したものでございます。

次に、非常備消防総務費は人件費の調整となります。

消防団費は55万5,000円を追加するもので、需用費では消耗品費、機能別団員の第三種制服分の増と更新予定の第１分団積載車が震災の影響で車両の工場ラインの遅れにより、現在ある車両を再度車検を通すため、車検費用として修繕費、役務費、公課費の増を図るものでございます。

また、備品費では、機能別団員及び本部団員のヘルメット購入、ホース背負器を２台、はしご１台を計上するものでございます。

消防施設費、消防施設維持管理費１万円の増は、Ｊ－ＡＬＥＲＴ受信機使用料が新たに発生するものでございます。

続いて、防災費でございます。防災費の食糧費の増につきましては、備蓄用アルファ米の値上がり分を62万4,000円を計上させていただきます。

委託料につきましては、家具転倒防止器具助成業務委託料増。歳入でご説明をいたしましたが、この事業は平成21年度から３年間の助成事業で、平成21年度が106件、平成22年度が73件申請がございましたが、平成23年度は３・11の震災がありました関係で、６月末までに121件の申請がございました。このために事業量が増えたために計上するものでございます。

次ページをお願いいたします。災害時要援護者管理システム整備委託料でございます。こちらは、収入が民生費都補助金で入っておりますが、こちらの事業につきましては、内閣府の災害時要援護者の避難支援ガイドライン策定入りに伴う事業で、見守りの必要な高齢者及び障がい者等を名簿と地図を使った管理台帳に整備するもので、災害時に民生委員、自治会、消防等に情報提供が可能になるもので、ソフトウエア一式、ハードウエア一式を予算化するものでございます。

以上で消防費の説明を終わります。

○教育課長（井上　永一君）　次に、款の10教育費となります。

項の１教育総務費です。事務局費でございますが、290万1,000円の減額につきましては人件費でございます。

教育指導費につきましては、282万9,000円の増額となります。その内容は、賃金では、特別支援学級以外の児童で特別な支援を必要とする児童の介助のため雇用している特別支援補助員の受け持つ時間数が、正規教員の退職等の理由から増加したこと、需用費につきましては消耗品費の増でございます。

負担金・補助及び交付金の140万2,000円の増額につきましては、言語能力向上推進校として東京都の教育委員会から古里小学校及び氷川中学校の２校が指定され、補助金として両校60万円ずつ２校分で120万円、自校の教員による採点調査研究校として、同じく都教委から氷川小学校及び古里中学校が指定され、補助金として両校10万1,000円ずつ２校分で20万2,000円を計上させていただきました。

事業の内容でございますが、言語能力向上推進校事業につきましては、新学習指導要領の実施に伴い、各学校において国語科を始めとするすべての教科等で記録、説明、論述などの言語活動を行い、言語能力を育むことが求められております。こうした言語能力に対するニーズの高まりを受け、都教委で今年度から開始した事業でございます。公立小中学校50校を言語能力推進校として３年間指定し、活字に親しむ学校づくりを通して言語能力の向上を図ることとなります。

次に、自校の教員による採点調査研究事業につきましては、東京都では児童・生徒の学力向上を図るための調査を、小学校５年生を対象に４教科、中学校２年生を対象に５教科を実施し、その採点につきましては従来は業者委託をしておりましたが、より早く自校の状況を確認し、指導につなげていくことを目的に、夏季休業中に自校教員による採点を行うことといたしました。平成24年度から都内の公立小中学校全校で実施をする予定でございますが、今年度は希望する学校で試行的に自校採点を実施いたしました。町では４校で自校採点を行いましたが、都教委でその状況について課題を明らかにし、その改善を把握することを目的として調査を行うこととなり、２校が指定されたことによる補助金でございます。

次に、項の２小学校費でございます。30ページとなります。

学校管理費は、総額で24万6,000円の増額となります。内訳でございますが、小学校管理費の６万円の増額は、備品購入費として古里、氷川両校のカラーページプリンターを整備するものでございます。

古里小学校管理費の７万3,000円の増額につきましては、使用料及び賃借料ではホームページ用のサーバー容量増加に伴うプロバイダ接続料、ＡＥＤ使用料につきましては、既存のＡＥＤにつきましては購入から数年が経過し、電極用パットやバッテリー交換等で多くの支出が見込まれることから、点検保守と消耗品のパックになっているリース方式に変更することによる使用料でございます。

なお、このプロバイダ接続料とＡＥＤ使用料につきましては、４校同様の整備をさせていただくこととなりますので、よろしくお願いいたします。

氷川小学校管理費の11万3,000円の増額につきましては、消耗品が医薬品等の購入のため４万円、使用料及び賃借料につきましては、古里小学校管理費でご説明したとおりでございます。

次に、教育振興費ですが、42万7,000円の増額となります。

準要保護等児童就学援助事業費の８万1,000円、次の準要保護等児童給食費補助事業費の34万6,000円の扶助費の増額につきましては、それぞれ対象者の増額によるものでございます。

なお、この対象者につきましては、福島から避難をし、古里小学校へ通学している児童に対する費用として新たに計上させていただいたものでございます。なお、この被災児童に対する扶助費につきましては、今後、国又は東京都から被災児童・生徒就学支援等臨時特例交付金等の交付を受けることとなります。

31ページをお願いします。学校建設費の小学校建設事業費560万円の増額は、今年度から工事を施工しております小学校教室木質化整備工事におきまして、廊下、階段等の床のモルタル撤去作業で既存設計図と現場のモルタルはがしに相違があり、取り壊し作業、撤去に要する費用、モルタル塗りの費用等増加したことにより追加させていただくものでございます。

次に、中学校費でございます。学校管理費は、総額で23万4,000円の増額となります。

内訳でございますが、中学校管理費の６万円の増額は、備品購入費として古里、氷川両校のカラーページプリンターを整備するものでございます。

古里中学校管理費の７万3,000円の増額、氷川中学校管理費の10万1,000円の増額のうち、使用料及び賃借料につきましては、小学校費でご説明をいたしました使用料の増額によるもので、備品購入費の２万8,000の増額につきましては、消火用ホースの購入によるものでございます。

次に、教育振興費でございますが、10万6,000円の増額となります。これは、準要保護生徒給食費補助事業費の増額によるもので、小学校費と同様、福島から避難し古里中学校へ通学している生徒の費用として計上をさせていただいたものでございます。

32ページをお願いします。学校建設費の中学校建設事業費の204万8,000円の増額につきましては、氷川中学校校舎外壁等附帯工事として、グラウンドの砂ぼこりは近隣住宅まで影響を及ぼしている中、グラウンド内には散水設備がないということから、グラウンドへの散水等に使用するための設備を整備するもので、外壁工事の改修と合わせ附帯工事として早急に整備をしたく計上をさせていただいたものでございます。

次に、項の４給食費です。給食管理費の44万2,000円の増額につきましては、職員手当は人件費の調整、需要費につきましては、消耗品費、修繕費の増、役務費、公課費につきましては、新しい配送車の保険料等の増額によるものでございます。

次に項の５社会教育費となります。社会教育総務費は89万6,000円の減額となります。内訳でございますが、社会教育総務費の189万6,000円の減額は人件費でございます。

33ページをお願いします。文化会館管理費の100万円の増額につきましては、文化会館空調設備改修工事によるものでございます。文化会館につきましては、平成７年にオープンして以降、15年以上が経過し、空調設備が老朽化したことにより改修をする必要があり、計上をさせていただきました。

次の文化財保護費、文化財保護事業費120万円の増額につきましては、青目立不動尊休み処の一角に移築いたしました民家模型の修復等に要する費用でございます。民家模型につきましては、平成22年第４回定例会の補正予算におきまして予算をご決定いただき、山のふるさと村から移築し、公開しておりますが、今後、保存展示をしていく上で修復の必要な箇所、周辺の改修もいたしたいことから予算計上をさせていただきました。

次の水と緑のふれあい館運営事業費の８万4,000円の増額につきましては、人件費でございます。

教育費は以上でございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の長期債元金償還費は３億4,910万6,000円の償還費のうち、減債基金で支払いを予定していました5,000万円を基金に戻し、一般財源を充当する財源組替でございます。

次の予備費15万円の減は、予算調整でございます。

最後の37ページをご覧ください。町債の見込みに関する調書でございます。

区分の右側、前々年度末現在高でございますが、合計31億3,624万円、その隣の前年度末現在高は、合計30億747万6,000円、当該年度中増減見込額の当該年度中起債見込額は合計１億8,673万3,000円、当該年度中元金償還見込額は合計３億4,910万6,000円、当該年度末現在高見込額は、合計28億4,510万3,000円でございます。

以上で一般会計補正予算の説明を終わります。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で議案第47号の説明は終わりました。

　次に、議案第48号及び議案第49号についての説明を求めます。観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、議案第48号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明いたします。

　５ページをお開き願います。歳入の実費徴収金でございますが、都民の森の主催事業では、各教室で必要な資料や関連する資料等を配布しています。この資料代を実費としていただくため37万円を新たに計上するものでございます。

　繰越金につきましては、平成22年度決算の確定に伴い258万2,000円を増額するものでございます。

　次のページをお願いいたします。歳出でございますが、事業費の消耗品費につきましては、事務用、体験用施設維持用消耗品として44万4,000円を、印刷製本費につきましては、施設や体験内容を紹介するパンフレットを新たに製作、印刷するために15万円を、委託料につきましては、インストラクターの増員見込みにより37万円を、原材料費につきましては、施設の整備用として13万8,000円を、備品購入費につきましては、利用者数の増加を図るため、素泊まりに必要な調理用コンロや電子レンジを購入するため50万円をそれぞれ増額するものでございます。

　続きまして、議案第49号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明いたします。

　５ページをお開き願います。歳入でございますが、平成22年度決算の確定に伴い繰越金を100万3,000円増額するものでございます。

　次のページをお願いいたします。歳出の利用管理費でございますが、売店用と所有する機械の消耗品費として100万3,000円を増額するものでございます。

　以上で、議案第48号及び議案第49号の説明を終わらせていただきます。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で議案第48号及び議案第49号の説明は終わりました。

　次に、議案第50号から議案第52号までについての説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　初めに、議案第50号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明をいたします。

　５ページをお開きください。歳入でございます。

　繰入金の国民健康保険基金繰入金の1,000円は、目窓あけの数字でございます。

　次の繰越金、その他繰越金は、6,761万9,000円を増額するもので、平成22年度の額の確定によるものです。

　６ページをお願いいたします。歳出でございます。

　保険給付費の療養諸費では、一般被保険者療養給付費490万6,000円の増額、次の退職被保険者等療養給付費1,000万円の増額、次の一般被保険者療養費50万円の増額、及び次の退職被保険者等療養費10万円の増額は、いずれも見込額の増によるものでございます。

次の高額療養費では、７ページをお開きください。一般被保険者高額療養費1,000万円の増額、次の退職被保険者等高額療養費200万円の増額は、それぞれ見込額の増によるものでございます。

次の基金積立金は3,999万5,000円を増額するもので、繰越金のうちから事業運営基金へ積立を見込むものです。

次の諸支出金の償還金11万9,000円の増額は、国都支出金及び療養給付費交付金の過年度分額の確定による返還金の増によるものです。

以上で議案第50号の説明を終わります。

次に、議案第51号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

５ページをお開きください。歳入でございます。

後期高齢者医療保険料は６万8,000円を減額するもので、滞納繰越分の普通徴収保険料の額の確定によるものです。

繰越金は、前年度繰越金342万7,000円を増額するもので、平成22年度の額の確定によるものです。

６ページをお願いいたします。歳出でございます。

諸支出金の保険料還付金30万円を増額するもので、過年度分の保険料還付金の増によるものです。

次の諸支出金の一般会計繰出金は200万円を増額するもので、過年度事務費等額の確定による一般会計への繰出金です。

予備費の105万9,000円の増額は、財源調整として見込むものです。

以上で議案第51号の説明を終わります。

次に、議案第52号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

５ページをお開きください。歳入でございます。

保険料の第１号被保険者保険料は135万6,000円を増額するもので、滞納繰越分の普通徴収保険料の額の確定によるものです。

次の国庫支出金の介護給付費負担金から次の調整交付金地域支援事業交付金（介護予防）及び地域支援事業交付金（包括的支援・任意）までは、いずれも過年度分の額の確定により、交付金をそれぞれ1,000円減額するものです。

次の支払基金交付金の介護給付費交付金199万3,000円の増額、次の地域支援事業支援交付金の1,000円の減額は、いずれも過年度分額の確定によるものです。

都支出金、介護給付費負担金及び６ページの地域支援事業交付金（介護予防）、次の地域支援事業交付金（包括的支援・任意）を、過年度分額の確定によりそれぞれ1,000円を減額するものです。

次の高齢社会対策区市町村包括補助事業補助金は150万2,000円を新たに見込むもので、山のふるさと村における介護予防事業を政治的事業として補助率10分の10で見込むものです。

繰入金のうち介護給付費繰入金、地域支援事業交付金（介護予防）及び地域支援事業繰入金（包括的支援・任意）までは、いずれも過年度分額の確定により1,000円を減額するものです。

その他一般会計繰入金44万8,000円の増額は、職員給与費等繰入金で人件費の所要額を見込むものです。

繰越金は898万5,000円を増額するもので、前年度繰越金の額の確定によるものです。

７ページをお願いいたします。歳出でございます。

総務費の一般管理費は344万8,000円を増額するもので、給料、職員手当等は人件費の所要額を見込むもので、主な増は、職員の超過勤務手当によるものです。

次の委託料300万円の増額は、介護保険システム更新業務委託料の増を見込むものです。

次の地域支援事業費の介護予防事業費、二次予防事業費は、財源組替を行うもので、次の一次予防事業費102万4,000円の増額は、需用費で消耗品を、備品購入費で介護予防事業用の可動式の筋トレーニングマシンの購入費97万4,000円を見込むものです。

８ページをお願いいたします。包括的支援・任意事業費では、介護予防ケアマネジメント事業費、次の総合相談事業費及び包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費で、それぞれ１名の地域包括支援センター専門職員の研修費を特別旅費から負担金・補助及び交付金に組み替えを行うものです。

次の諸支出金の第１号被保険者保険料還付金30万円の増額は、過年度分の額の確定によるものです。

９ページをお願いいたします。次の償還金225万6,000円の増額は、国都及び支払基金への介護給付費等法定負担金過年度分の額の確定による返還金です。

次の諸支出金、一般会計繰出金の458万8,000円の増額は、過年度の額の確定により一般会計へ繰り出すものです。

次の予備費265万7,000円の増額は、財源調整をさせていただくものです。

10ページにつきましては、一般職の給与費明細書となっています。職員給与、手当等を調整させていただいたものでございます。

以上をもちまして、議案第50号、51号及び議案第52号についての説明を終わります。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で、議案第50号から議案第52号までの説明は終わりました。

　次に、議案第53号についての説明を求めます。地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　議案第53号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

　５ページをお願いいたします。歳入になります。

款02の使用料及び手数料3,000円の増につきましては、排水設備登録手数料を見込むものでございます。

次の繰入金279万2,000円の増につきましては、奥多摩処理区下水道整備に伴う東京都事務費の負担金を見込む増が主なものでございます。

次の款６の繰越金5,000円の増につきましては、前年度繰越金額の増を見込むものでございます。

次に６ページをお願いいたします。

款01の一般管理費21万4,000円の増につきましては、職員手当の増を見込むものでございます。

次の01の維持管理費は、財源組替でございます。

次の款02事業費、下水道事業費の小河内処理区25万7,000円の増につきましては、職員手当の増を見込んでおります。

次の02の下水道事業費の奥多摩処理区230万円の増につきましては、職員手当の増と、７ページの上段にございます国道・都道の監督事務費の負担金の増によるものでございます。

８ページをお願いします。給与明細書でございます。一般職員の給与の明細でございます。

　以上で議案第53号の説明を終わります。

○議長（鈴木　賢一君）　以上で議案第53号の説明は終わりました。

　以上で全議案の説明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時５分から再開とします。

午前10時53分　休憩

午前11時05分　再開

○議長（鈴木　賢一君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより質疑に入ります。議案第47号については歳入歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第48号から議案第53号までについては歳入歳出含めて一括して行います。

初めに、議案第47号の歳入の質疑を行います。質疑があればお願いします。13番小林　勤委員。

○13番（小林　　勤君）　この補正予算とは別なんですが、この台風12号、大変関西方面、甚大な被害が出ております。被災された方々、あるいは亡くなられた方も含めると100名を超えるとこういうような状況になっておりますが、この当町においてどのような災害被害があったかどうか、あるいはどういうふうに対応したかどうか、まずお伺いをしておきたいと思います。

○議長（鈴木　賢一君）　副町長。

○副町長（村木　義雄君）　それでは、この台風12号に伴う大雨の対応あるいは被害状況ということでご質問がありましたので、全体的なことについて私の方から説明をさせていただきたいと思います。

　この台風12号につきましては、特にゆっくりとした速度で日本の中部地方といいますか、紀伊半島を襲ったということで、非常に大量の雨が降ったということで大きな被害となったわけでございますが、被災された皆さんには心からお見舞いを申し上げるとともに、１日も早い復興を願っているところでございます。

　当町の被害状況でございますが、特に家屋の被害については、大沢自治会内で民家の２階から沢が氾濫して土砂が流入するという被害が１件ありました。それ以外につきましては、町道、あるいは林道等含めて沢からの大量の水に伴って土砂が道路内に流出したという状況が見受けられました。この台風につきましては、事前に大雨が予測されていたということで、総務課を中心に情報の把握等を行い、また、地域整備課、福祉保健課等も含めて事後の対応を図ったということでございます。既に道路内に出た土砂等については排除を行って通行は可能になっているという状況でございます。

　対応、あるいは状況等については以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　14番島崎利雄委員。

○14番（島崎　利雄君）　それでは、１つ、地方交付税の問題なんですが、この点では１億5,300万円ありますが、増額されました。これはこれでどうこうではないんですが、現在の災害が東日本を中心に起きております。やはり原発問題の被害ということでも、そこに住む方々等が非常に大変な思いをしているというのがあります。今、お話もありましたように、関西方面でも大きな災害が起きた。こういう状況の中で、問題は、国の方針というんですか、これが今後の交付税にどのような影響が、もう国そのものは、政府そのものを含めて当然のことながら予算編成に入っているというふうに思うんです。こういう状況の中でこの両交付税が大きな影響を受けるのかどうか。今後の問題として私は、非常に心配されるのではないか。当然、そちらの方にも大きないろんな援助をしなければいけないのは当然のことと思いますが、この点の把握はされているのかどうか、その点をお尋ねしておきたいというふうに思います。

　それから、不動産売払ですが、８ページ、細かく、若干は多摩学園に売ったと。場所は海沢字と書いてありますが、どの地域になるのでしょうか。ここには農園の施設もあったり、多摩学園も下に幸房の家をつくられたりしておりますが、場所的にはどこなのか。あの下の方にもう既に大きな土地を利用して、既につくられているところもありますが、場所と具体的な指示をしていただけないかというふうに思います。

　それから、９ページでありますが、森林再生事業受託収入ですが、639万9,000円という数字がありますが、森林再生、たしか決算の方で見ますと、非常にやり切れない状況が、さまざまな問題があるんでしょうが、出ています。こういう点でこの森林再生を東京都から大きな約３億円以上の予算が投じられていながら十分できていないというふうに言わざるを得ないのかなというふうに思うんですが、この点ではどういうふうな対応をしているのか。現地の人等のお話を聞きますと、なかなかこの森林再生、やりたくてもしきれない。というのは境界線がはっきりしないと、山林の中で。そういう問題、さらには地主さんから当然了解を取らなければできないわけですから、その点がなかなか了解が取れないというような問題もあるようです。そういう意味で、非常に現場というか、この事業を進めていく上で、まださまざまな難問というか問題があるんだと思いますが、この点は今後どのように打開していくのか。これだけ大きな数字で、ある意味では事業が起されているわけですから、是非その点は今後の中で、私は十分対応していく必要があるのではないか。

私は、以前、町長の名前でそういう山林地主の方々に協力要請をすると、そしてこの町の林業を盛んにしていく。バイオマスということなども出てきていますので、是非そういう角度からも取り組むべきではないかというふうに思いますが、その点はどういうことかと。

それから、労働経済局がこの制度が始まる前に、これは奥多摩だけではないと思うんですが、山林地主から判子、了解というんですか、判をついて、極端に言えば、林道等が入っている所はほとんど手がつけられない。森林組合を中心にやっている事業もあるようですが、そういうこともやはり都とよく交渉して、特に人家だとか周辺、身近な所などを緑化、美化していくという角度からも、私は重要なのではないかというふうに思います。そういう角度からも、是非取り組みの評価を急いでほしいというのが私の要求でもあります。その点でご回答をいただけたらということであります。

○議長（鈴木　賢一君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、３点ほどご質問をいただきましたけれども、私の方からは１点目の地方交付税の件について、２点目の財産の売り払いに伴う多摩学園の土地の件につきましてご回答させていただきます。

　まず、地方交付税につきましては、今回１億5,395万5,000円を増額補正ということになりました。これは昨年の実績に比べますと、普通交付税で5,585万9,000円の増額になっております。この理由ですけれども、ご存知のように、昨年、たばこ税が相当な増税になりまして、マイルドセブンでいいますと300円が410円に36％値上がりになりましたけれども、片や、増税後の禁煙率が14％ということで、差し引き22％増収になったということで、当町におきましては、昨年に比較して5,585万9,000円の増額交付となりました。

　今、議員からも言われましたけれども、ここで国が例の大震災に伴う２次補正、また、今後大規模に３次補正が組まれるという状況の中にあって、今後、国のこういった予算の財政の動きは十分に注視していかなければいけないというふうに考えております。

　しかしながら、地方交付税につきましては、今後も地域の活性化のために増額をしていくというような方針も出されておりますので、この点につきましても、極端にこの交付額が減額になるというような予測は出ておりません。今後も十分に、今のところ、これらの情報は入ってきておりませんけれども、注視してまいりたいというふうに考えております。

　それと２点目の多摩学園の部分につきましては、この土地の場所ですけれども、学園の真下、ふれあい農園の真上という場所にございます。現在、平らになっている場所でございまして、番地につきましては、海沢560番地と564番地の２筆、面積が1,242.68平米ということであります。

　私の方からは、以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、私の方からは森林再生事業に関するご質問の部分についてお答えさせていただきます。

　昨年の事務報告をご覧いただければおわかりのように、森林保全活用と森林再生事業、それと花粉症発生源対策、枝打ちですね、それについて報告させていただいていますが、ともに契約内容につきましては、森林再生事業につきましては、この委託金額もしくは森林再生ですと380ヘクタール、それと枝打ちですと委託金額か実施面積、契約面積90ヘクタール、土地面積を満たした場合はそれ以上できませんよという契約内容になっております。枝打ちにつきましては、契約面積の90ヘクタールに昨年もいっていますので、金額は契約金額より余っておりますが、ヘクタール数でいってしまったということで、これ以上できないということで、報告してございます86.04％の実施率になっております。

　森林再生事業につきましては、380ヘクタールのうち実施面積は188.8ヘクタールですので、面積と事業費ともに余裕はあるんですが、前々から何回もお答えしていますように、相手があってのことということで、所有者の方と折衝がなかなか進まないということと、１件の折衝面積が年々小さくなってしまうということで、やはり面積がなかなか進まないということ、条件でございます。実際には昨年も折衝件数は162件行っていまして、そのうちに協定締結契約数が83件ということで、大体折衝した件数の大体半分しか契約できないということでございます。また、83件の協定件数のうち55件の契約、実際に業務を行っているという件数でございますので、折衝件数から比べると３分の１になってしまうというようなこともございます。この辺をご理解いただきたいと思いますが、いずれにしろ森林再生事務局も努力はしておりますので、ご理解はお願いしたいと思います。

　それと今後の対策等でございますが、ご存知のように平成26年から森林再生事業、２回目に入っていきますので、あと３年後ですか、今、最初に行った面積等の所に入りますので、面積は比較的確保できるのかなと思っております。

　それと、国の森林事業に対する補助金の関係なんでございますが、特に森林組合等に対する補助でございますが、今まで切り捨て間伐というのがＯＫでございましたけれども、今後は切り捨て間伐ではだめだよと。間伐した木については利用しなければいけないというような補助内容に変わってございます。そのため、森林組合につきましても、施業計画に基づいて、現在、山の伐採等を行っていますけれども、この計画を見直しまして、間伐、いわゆる都の森林再生事業をなるべく面積を充てるというような方向に変わっておりますので、今年度から以降、面積が森林組合としても結構上がってくるのかなと気はしております。

　それとご質問の中のもう１点、バイオマス利用等の関係がございましたけれども、うちの方も森林再生事業等は、現在、切り捨て状態になっておりますので、それともえぎの湯に現在、バイオマスボイラーを設置中ということでございますので、そこいらを合わせまして、町の94％を占める森林の資源をいかに有効に活用するかというようなことも考えて、現在、検討会を立ち上げて検討中でございます。

　理想としましては、森林再生事業で伐採しました間伐材をそういうチップ等にしまして、それを利用していければ非常にいいのかなという気はいたしております。これについても所有者の方のお力添え等も必要になりますので、是非とも今後、所有者の方のご理解をいただきながら進めてまいりたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第47号の歳入の質疑を終結します。

　次に、議案第47号の歳出の質疑を行います。質疑があればお願いします。11番師岡　智委員。

○11番（師岡　　智君）　18ページに今年度の西秋川衛生組合の分担金が計上されております。この間、全協でも説明されていて、昨日は規約も一応制定されました。本当に皆さんのご努力で、ようやくごみの見通しがついたということでは、本当に皆さんのご努力に心から感謝を申し上げるわけでございますが、ここに一応、今までの分担金の支払が、今回の加入に向けて8,300万円出ております。これは多分、今まで皆さん各市町村が管理してきたものに対する過去のあれについての分担金だろうと思いますが、今後はついては３年間いろんな形の中で必要な経費の分担金、負担金は支払っていくことと思いますが、今回のこの金で、金額で一応今までの経過しているものについては一応すべて終わるのか、まだこういった部分が残っているのかどうか。多少はここで、我々後から入らせていただきますので、今まで既に施設として活用していたもの、利用していたもの、竣工していたものについての分担金があるのは当然だと思いますけれども、その辺のところが、今年度、今回これだけで一応済むのかどうか。あとは施設の使用に伴って町の負担金が出てくるだろうと思いますけれども、その辺のところをどういう状況なのかをお聞きしたいと思います。

　それから、ちょっと細かいことのようですけれども、元へ戻って12ページ、先ほど防犯灯の設置の件で古里中の入り口ということでありましたが、実は、古里中の町道から下の町道へ行く、あの原島さんの下を通る道は、私が、当時できる時に、自治会長に管理してもらっていましたが、中学生の通学路だということで、普通の街灯よりも大きいのがついているんですよね、あれは。そういうことで、川井自治会でも、あれは金がかかってしょうがないというようなことを言っていましたけれども、あれは当時、教育委員会の方から、通学路として、あそこについては町が全部面倒を見ると。それから、あとは町道等については、今までどおり増やした分は自治会の方で面倒をみてほしいとこういうことで、その時、申し合わせになっているわけです。

そういうことなので、町の方へ強く要請した方がいいよと言ったんですけれども、この頃、子どもたちを見ていますと、やはりクラブ活動なんかをしますと、もうそろそろ暗くなって帰るような子どももいます。それで、氷川中のように人家のあるところはいいんですけれども、古里中の場合は、あれから下へ下りて国道へ出るまでほとんど人家がないということで、多分全く１人で帰る子はいないと思いますけれど、非常に暗くなって余り感じのよい所ではないと思いますので、是非あそこのお寺の前から下の志村さんのお宅までのところ、下へ下りれば少しは見晴らしもいいんですけれども、あそこへは子どもたちとしては非常に不安を感じる所じゃないかと思いますので、あそこについては特に、今回のやつでこれ十分なのかどうかわかりませんけれども、私は地元として是非あれは、子どもたちのためにも安全を確保するという意味から、十分な街灯をつくってやってほしいと思いますので、その辺をどういう形で今お考えになっているか、ちょっとその２点だけお伺いします。

○議長（鈴木　賢一君）　住民課長。

○住民課長（浜野　武雄君）　私の方から西秋の加入分担金についてお話させていただきます。

　今年度、来年度２カ年にわたりまして過去の負担分について支払いさせていただくということになっております。来年度は、用地費だとか過去の建設費について１億4,008万7,505円を来年度お支払いするということでございます。

　以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは、師岡議員の２件目の質問にお答え申し上げます。

　まず、学校建設当時から防犯灯の維持管理については学校でやっていたということで、そこら辺、学校の方に問い合わせをしたんですけれども、当時のことをわかっている方がいなくて、また、自治会等もそこら辺は相談しながらやっていきたいと思っております。

　また、先ほど総務課長の方からご説明ありました防犯灯の設置の件でございますけれども、今回整備するのが幡竜院下のところから志村さんのところの縦の道ということで、その部分、ＰＴＡの連絡協議会からの要望、あるいは自治会からのお話もございまして、春先ですか、自治会長と立会いをいたしまして、今、１本の街灯があるところを２本にしてということで、その場所もすべて協議いたしまして、その部分を今回整備していただくということになっております。

　生徒の安全ということで、学校の方にも常日頃から指導しておりまして、確かに暗いということで、これからまた冬場になって暗くなっていくということで、集団下校ということは学校には指導しております。また、冬場については、古里地区の生徒についてもＪＲを利用できるようにということで、その部分で保安等もしております。

　今後の維持管理等につきましては、また自治会の方と調整をさせていただきたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに。14番島崎利雄議員。

○14番（島崎　利雄君）　小さなことですが、これは15ページ、自殺予防の立て看板をつくると、立てると。もちろん効果があるのかどうかわかりませんが、どのような計画で、そこに文言はどう書かれるのか。まだできていないかと思いますが、その点。観光立町の町で、この町に何本立つか知りませんが、何となく抵抗を感じる状況です。これは皆さんの意見も聞いてほしいんですが、立てるなという意味ではないんですけどね。是非これも、やはり多くのお客さんが来る場所に、見えない所に立てたら、またこれ効果がないでしょうし、ということです。

　それで、たしか今、町に、主に町外の人が来て自殺をされると、これたしか以前、課長の方からも数字が示されましたが、去年１年間でも結構ですので、何人ぐらいそういう事故があるのか、その辺を答弁いただきたいというふうに思います。

　それから、17ページの保健福祉センターの管理のところで、駐車場の建設が整備がされるというものも載せられております、315万円ですか。この点は、どのような場所で、どのような地形でつくられるのかというところをお尋ねしておきたいというふうに思います。以上。

○議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　ただいま島崎利雄議員から２点ほど質問をいただきました。

　まず、１点目でございますけれども、自殺の看板の関係でございます。これは過去10年間、当町では30名の方が自殺をされているということで、人口の割合からいたしますと非常にこれは高いということで、看板を設置するということになっておりまして、設置する場所につきましては、奥多摩町内に５つのＪＲの駅がございますので、各駅に設置をしたいというふうに考えております。

　これは２点目の前の行旅死亡人のお話とも関連をするわけでございますけれども、行旅死亡人も昨年１年間で８名いらっしゃいました。１昨年は４名ということで、去年倍増しているということで、終着駅ということもあろうかと思いますけれども、奥多摩駅を中心にやはり行旅死亡人も電車で来られて亡くなられる方が多いということもございまして、この自殺予防看板を５駅に設置をするという内容でございます。

　また、来月には講演会ということで、町民を対象にメンタルヘルスの講演ということで、その辺の精神の管理ということでの講演会をしていきたいというふうに考えております。

　それと２点目でございますけれども、保健センターの駐車場のご質問でございますけれども、現在、保健センターの隣には10台ほどとめる駐車場がございます。この駐車場は奥多摩病院とも共用をしているところでございまして、各種の健診とか、あるいは私どもで行う会議等、非常に駐車場が少ないと、ご来場者に不便をかけているということでございまして、今回、保健センターに隣接をします民間の土地を購入をいたしまして、来場者用の駐車場を設置するということで、８台分の駐車場を予定するという計画でおります。

　私からは、以上でございます。（「具体的にどの辺の場所だか、話してよ」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　土地の所在でございますけれども、土地が氷川の1114番地、塩野たばこ店の隣でございます。所有者は、市川忠男氏でございます。この土地を購入するという内容でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございますか。７番小澤春義君。

○７番（小澤　春義君）　16ページの民生費なんですが、小さいことなんですが、病後児の預かり事業というのは、どんな事業か。これは初めて聞くような気がしますが、子ども家庭支援センターの中にあるのかどうか、お聞きしたいと思います。

○議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　小澤議員のご質問にお答えをいたします。

　この病後児預かり事業につきましては、平成23年度に新たに始める事業でございます。病気の回復期にございます児童、今、考えておりますのは、生後６カ月から小学校６年生までというふうに考えておりますけれども、この児童を一時的に預かることによりまして保護者の子育て、あるいは就労の支援をサポートをしていきたいというふうに考えております。

　対象の範囲でございますけれども、病気の回復期にありまして、医療機関より入院治療の必要はないと。しかしながら学校、あるいは保育園に行かずに安静にしていろといった児童を対象に、保護者が勤務等やむを得ず外出せざるを得ないという時に、かわって看護するものでございまして、位置的には、奥多摩病院の裏手に医師の住宅がございますけれども、そこを活用いたしまして、現在、事業を予定をしておりまして、これからそのサポートする会員の方をこの秋以降募集をするという説明会を10月に開催する予定で、現在事業を進めております。

　以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑。９番清水典子議員。

○９番（清水　典子君）　今回の台風12号については、奥多摩町には大した被害もなくて非常によかったなということが感想ですが、でも東北大震災で、また今度は関西の方、幅広く水の被害、津波の被害で、今度は大雨の被害。地形からからすると、やっぱり奥多摩町も集中豪雨が来たらやっぱりああいうふうになるんじゃないかという不安は非常に持ちました。点在された場所が本当に自分のことになったり、土砂が崩れてダムができたり、町営住宅が２棟流されちゃったなんて、本当にひどいことだなと思って、何もなかったことは本当に幸いだなと思っています。

　そんな中で、長かったために、たびたびダムからの水の放水であるとか、都営水道の放送がされまして、水道水の確保に都営水道の方も一生懸命頑張っていたと思うんですけども、実際には、東京水道サービスというところがやっていたように思います。その中で町の中でまだ簡易水道、町が管理しているところも多少の被害があったのかどうか、その辺がここも断水だとか、濁り水とか、ずっと被害を言われるんですけれども、すべてが都営水道にかかわった場所だったのではなくて、町の簡易水道の場所も多少あったのではないかなというふうに思っている。ただ、その管理運営がどんな形でされていたのか。担当者は夜も泊り込んでやっていたようだし、最初は濁り水も台風が行ってからになりますとかいう話で、いつ台風が行っちゃうんだろうとか、やっぱりちょっと心配で、みんなそれぞれのうちで水を貯めたりなんかはしてて、それも大したこともなく水は使えていたようにも思うんですけど、やっぱりこれからはまだいつ集中豪雨が来るかわからない時の対応として、現在は都営水道という形で東京都がそういった形をしてくださっていますけれども、現在は町の職員がたしか出向されていますので、それは多分ある時期で終わってしまうんでしょうけれども、じゃあ、そういった何かの時の水道の、今までは町水道課は夜も寝ずに現地へ行ってというような大変な仕事をされていたと思うんですけれども、これから先も東京都と奥多摩町でよく話し合いをしていただいて、町民の水道の安全確保をしていただきたいなということ。

　それからもう１つは、被害地で避難をされた方たちの中に、今回多分これから先にアルファ米をたしか買われるということだったんですけれども、お水もまた備えるということです。今回、停電になった時に一番やっぱり活用したのはまきストーブ、あれで非常に水を確保しておかなくても暖もとれたし、明かりもとれたし、食事も一応全部停電になった時に、買ってきたもの食べるだけというわけにもいかなかったのですべてが今、電化製品で動いていますので、あの時に、お湯も沸くし、お鍋で何とかなる。そして奥多摩の場合は、まきはどこかから何とか手に入るし、お水も何とか持ってくれば持ってこられて、それを煮沸すれば使えるのであれば、各自治会に私はまきストーブを、夏は要らないといえども、奥多摩には食のずりだしというやり方があるので、最悪の場合はそういう食べ方とか、ジャガイモとかでもさっとゆだるし、そういった意味から考えたら、そういう備蓄庫のところに、各自治会館でもいいんですけれども、そういったところにまきストーブを設置しておくことは必要ではないかなと思いました。冬場に向かって何かあったときにも、暖房もなかなか今、電気がほとんど主力です。ストーブも電気、そういったときに、やはりそういうまきであるとか、そういったもので用が足りるのであったらば、やっぱり暖はとれるのではないかなと思うので、ぜひそういうことも検討していただきたいなというふうに思います。

　あとは、地震の後に何となくですけど、それは古くなったからわからない、道路のコンクリートにちょっとひびが入っていたりするような所があるんじゃないかなというふうに思うんですけど、だから、これから地域整備課でもそういったところをよく注意をしていただいて、道路などにひびが入っているようだったら、そこからまた水が入って崩壊するとかということも起きると思うんで、是非その辺の点検も細かにしていただきたいです。

　今回、住安戸のところのカーブの、あの橋の青梅の方から来ると、一応どーんと１回崩れた場所がありますから、回り切ったところの沢のところの奥多摩寄りがざっと崩れているんですね、今、沢の中に。だから、あんな所ももしかしたら、前をとめてしまったから、どこかこっちか側から崩れているのかなというのもあるから、あの辺もちょっとやっぱり見ていただきたいなということもあって、やっぱりこれから層を見るというよりも集中豪雨は本当にどういう形で来るかわからないし、そうした時にやっぱり奥多摩が一番心配しなくちゃいけないように思うので、風でも吹いたら余計に木が揺れて土砂崩れもああいった形で起きるのかもしれないので、是非、安全に暮らすために、細かな、最初に点検とかというものをやっていただきたいと、よろしくお願いします。

○議長（鈴木　賢一君）　地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　それでは、地域整備課の方から町の簡易水道の件につきまして１点と、それから町道とか国道、都道の路面の亀裂、それから先ほどの将門の花立橋の崩壊等につきまして、ちょっとご説明をしたいと思います。

　まず、町の簡易水道の件でございますけれども、町には５つの簡易水道がございまして、安寺沢、それから奥、栃寄、峰、農指ということで５カ所ございます。この簡易水道の維持管理につきましては、地域整備課の下水道係の方で担当をしておりまして、維持管理をしておるところですけれども、今回の台風12号の影響がございましたのは、奥の水源が閉塞しまして水が１滴も来なかったという状況がございました。

　それから、この奥につきましては、昨日、水源の方まで全部行きまして復旧できたということで、断水までには至らなかったというのは、奥の配水池の容量がありますので３日ぐらいは持つというところでございますので、断水については起きなかったということでございます。

　それから、安寺沢と栃寄につきましては、やはり水源が閉塞しまして一時水はストップしたんですけれども、ここについては、水源まで車ですぐ行けたり、復旧はすぐできたということで、この２カ所については簡単な形で復旧できたというような状況です。

　あと峰、農指については、今のところ断水というか、水源の方も止まってはいない状況でございますけれども、落ち着きましたら、また水源の方も点検、あるいは清掃の方に行きたいというふうに考えております。

　それからあと、路面の亀裂関係が地震の関係で何箇所が見られるという所もございますけれども、町内の路面が下がったりそういう所もありまして、今年も理事者の方も現場を見ていただいたりしまして、危険な所から手当てしていこうということで、予算の方も今回、補正を組ませていただいて対応していきたいというふうな考え方でおりますので、よろしくお願いしたいと思います。

　また、最後の将門の花立橋の崩壊になりますけれども、雨量が500ミリを超えたというふうなお話も町内でありますので、やはり場所的に集中的に降った所もありますけれども、将門については、上から水が差し込むような状況のところではちょっとないような感じもしますので、多分集中的に降った関係で表面が洗われたというふうなことかと思いますけれども、また、あちこちそういう場所がございますので、地域整備課としまして調査をしまして、今後どういうふうな形で対応していくか、関係機関の方と調整をしながら対応をしていきたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いしたいと思います。

　以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　私からは、２点目以降になります震災の後、いろいろ必要になったもの等について若干お話ししたいと思います。

　震災の後、計画停電等が続きまして、大変どの家庭でも困るという中で、やはり電気についてはカンテラ類が非常に有効であったということや、石油ストーブがあるお宅では石油ストーブが大分有効だったというお話も聞いております。

また、煮炊きのことにつきましては、ガスボンベのカセット式のカセットコンロが非常に有効であったということでお話を聞いております。

また、これにつきましては、広報の８月号にも載せさせていただきましたが、自助という部分では各家庭で是非準備をしていただきたいということで載せさせていただきました。

また、今までは３日間というようなお話で備えをしていただくようだったんですが、大災害を前にして、やはり１週間分の備えが必要ではないかということで、これから宣伝をしていきたいと思っております。

また、各自治会にまきが使えるようなものということでしたが、現在29カ所の備蓄庫、また２つの防災倉庫の中には炊き出し釜を用意してございます。これにはプロパンガスで燃やせるようになっておりますほか、まき等でも対応ができるような釜になっておりますのでよろしくお願いしたいと思います。

また、委員が言われましたとおり、道路が寸断されて大変孤立するということが想定されております。町長からも指示をされておりまして、住民の安全・安心プロジェクトチームを立ち上げることになっておりまして、学校を中心とした避難場所を中心に電源、それから食糧、水等を準備して、そこに向かって避難ができるような形を取るために、町内を縦断した形で各関係の担当が集まって至急に検討していくようになっておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（鈴木　賢一君）　町長。

○町長（河村　文夫君）　今、清水典子議員、あるいは小林議員、それ以外の議員の皆さん方、3・11、あるいは今回の台風12号の話も人ごとではないということだと思います。私自身も３・11があった以後、非常に議会の中でも冒頭のあいさつの中でも若干触れさせていただきましたけれども、一体うちの町がどういうふうになるのだろうということでございます。

具体的に申し上げますと、今、奥多摩町の中で住民の皆さんに避難をしていただいて、完全に安心して避難していただける場所というのは、各小中学校、体育館、これは耐震工事も全部終わっておりますので、これが一番安全な場所でございます。そういう点では、今回９月に防災訓練を毎年実施しておりますけれども、１つには、自助、共助、公助という意味からは、もう１つ、今、町の中の土砂崩れの警戒地域、あるいはそれが起こり得るということで東京都が調査をいたしまして、イエローゾーン、あるいはレッドゾーンというようなゾーンがございます。そういうことを踏まえて、本当に今、避難させるところが完全に安全であるのかということを、もう１回見直さなければいけないのではないかなというふうに私は思っております。特に生活館がある場所はイエローゾーン、あるいはレッドゾーンに入っている所がありますから、その部分を完全なものにするにはどうしたらいいかということも含めて、それからまた、町では孤立化対策として、橋の橋梁の耐震診断もしております。それから、東京都も耐震診断をしております。

そういう点で、それらの情報を集約をして、想定外ということじゃなくて、想定をしていった場合にどうするかということをプロジェクトとして検討してもらいたいということで、副町長以下、関係の課長で今、プロジェクトを立ち上げるための、３・11以降指示をしたところでございます。

そういう点では、まずできることからやろうということで、今回の補正予算でもお願いをしておりますけれども、過去のインフラ、道路を含めたインフラでとりあえず緊急的にやらなければいけない部分が約３億円ほどあるというお話でございますので、それを３年間で実行しようということで、今回、補正予算の中で約8,000万円からの予算を提案させていただいております。

それは、とりあえずインフラの部分はできるんですけれども、先ほど申し上げましたように、さらに集会施設等を含めた部分というのは計画的にやらないと財源確保ができないものがありますので、そういうことも含めてみんなで知恵を出してまいりたいということであります。

それから、まず、さっき申し上げました小学校、中学校の４校と体育館については、どうも３・11の状況を見ると、何が必要だったのか。非常電源が必要ではないか、あるいはそこに３日ないし５日の水と食糧、そういうものも必要ではないか。そういうことも含めてやってほしいと。それから医療関係の病院にも非常電源がありますけれども、完全に今の非常電源で何日かの部分が賄えるのかどうかという部分も検討してほしいということで、今、検討を始めているところでございます。

いずれにいたしましても、議員の皆様方が心配していることは住民が心配していることと同じでございますが、その心配を安心・安全にするために財源確保をしながら計画的に実行していくというためにはどうしたらいいか、という検討も既に始めさせていただいております。この台風12号が来る前から、実際には検討の指示をしておりますので、そういう部分を含めて今後予算化をし、また、その予算化をした部分の財源を確保しながら実行していきたいというふうに思っておりますので、是非いろんな部分でご提言等ございましたら、いろんなお話を聞かせていただきながら、その会議の中で生かし、将来の問題としてきちっと安心していけるというような町をつくっていきたいというふうに私は思っておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございますか。10番村木征一委員。

○10番（村木　征一君）　18ページの一番上段に小型放射線測定器の購入があるわけですけれども、これはこれでいいと思うんですけれども、せっかくの機会でございますので、今、町の中で放射線測定器がどのくらい設置をされているのか、あるいは学校はどうなのか、その辺をちょっと教えていただきたいと思います。

　以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　住民課長。

○住民課長（浜野　武雄君）　村木委員のご質問にお答えします。

　私ども住民課では、空間放射線量を毎週定期的に測定しております。現在、ホームページと今月号の広報にも載せさせていただいております。最新の空間放射線量については、９月５日、今週の月曜日に氷川小で0.08マイクロシーベルトを計測しております。放射線量が安定しておりますので、今後とも１カ所で測定していくということを考えております。

　今回の購入のものについては予備器ということでございます。うちの方では東京都から貸与の１台で測っているということでございます。

　以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　よろしいですか。ほかに。１番師岡伸公委員。

○１番（師岡　伸公君）　３点お願いいたします。

　まず12ページ、地域ネットワーク協議会事業費ということで、今回この地域が人権啓発活動の担当になっているということなんですけれども、全体の協議会と、それから当町の予算配分がもしわかれば、教えていただきたいということがまず１点。

　それから２つ目は、20ページあたりになりますでしょうか。農林水産業費ということで、前々回の経済厚生委員会で改正農地法についていろいろと教えていただきましたが、その時、私、気になった奥多摩の中における休耕農地をこれからどうしていくのかというふうなことを、大きな多分課題ではないかなと思いますが、その辺のところ、今後の対応をどのように指導助言していくのかというところが２つ目でございます。

　それから３つ目は28ページ、消防団の関係なんですけれども、たまたま昨日テレビを見ていましたら、今回の３・11も含めた震災の時の消防団の方々が救出にあたりながら被害に遭ってしまうという実情の中で、やはりそういう方々を守る姿勢もこれから各自治会長さん、つくっていかなくてはいけないのではないかという提言をしていました。早く避難した方がいいという消防員に対して、やはり自分の生まれたところを、その地域にどうしてもそこから動けないという住民に対して、じゃあ、これからそういうふうな被害に遭ったときにどういうふうな形で、もちろん自分の命もそうですが、そういうボランティアをやっている方々に対するやはり気持ちも、これから住民が自分たちでそういう気持ちを育てていかなくてはいけないと思うんです。そういうものに対しての啓発事業とか、今後そういうものに対する、例えば自治会を通じての活動ですとか、そういう予算についての今後はどのように考えていったらいいのかなというふうに、私その時感じました。その辺につきましても、もしお話しをいただければと思います。

　以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。

午前11時59分　休憩

午後 １時00分　再開

○議長（鈴木　賢一君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　１番師岡伸公議員の質疑に対する回答から始めます。住民課長。

○住民課長（浜野　武雄君）　それでは、１点目の地域ネット事業の全体予算の配分ということでご質問をいただきました。

はじめに、多摩西人権啓発活動地域ネットワーク協議会は、八王子本局管内の17市町村であります。毎年主に２つの事業を行っております。今回、奥多摩で開催します地域ネットワーク事業ということで「講演と音楽のつどい」、それからあと今年は東村山市で行われる「子どもからの人権メッセージ発表会」、２つの主な事業を行っております。今回の事業なんですが、東京都の人権啓発の委託事業でございます。

予算の配分なんですが、一番大きなもので講演会の備品の賃借料等がございます。これが今回、委託料の中に組み替えさせていただいたんですが、折りたたみいすだとか音響設備等の賃借料と、それから講師の謝礼金が委託料の中に入っております。印刷製本費はパンフレット、ポスター等でございます。消耗品については、啓発物品、当日お配りさせていただくエコバック、マグネットクリップとかクリアファイル、シャープペン等の人権啓発物品、消耗品についてはそのようなものでございます。それと手話通訳の謝礼、あと臨時保育士の賃金等が主なものでございます。

できるだけ多くの方に10月16日に来ていただきたいと思いますので、皆さんの広報を賜りたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、私の方から、２点目の休耕農地の対応というようなことでお答えさせていただきます。

　確かに委員ご指摘のとおり、現在、町内に休耕地と不耕作地という部分の畑が増えております。これの原因としては、耕作者、所有者の高齢化と、あと有害鳥獣のいわゆる鳥獣に被害をもたらされるということで、これの被害に基づく意欲の低下等によって面積が増えているのかなという気はいたします。

　ただ、申し訳ありませんが、この面積が実際にどのくらいあるかという細かい数字は、まだ調べておりません。というのは、農地台帳はあるんですが、実際にその農地台帳どおり調べても、どこからどこまでが畑の境界かというのが定かに出ませんので、調べられないというのが現状なんですけれども、ただ、現在、地域整備課の方で地籍調査を行っております。川井、大丹波の方から順次行っているんですけれども、その地籍調査が終わると畑の境界等も具体的に出てきますので、それを待って、年数はかかるんですけれども、そこで農地の面積を確実に出したいと思っています。

　それで、地籍調査を終わったところから、実は今、農業委員さんによる年に１回なんですけれども、農地パトロール、これは法令によって義務付けされているんですけれども、農地パトロールを行っております。この農地パトロールで、台帳上、地籍調査を終わっていますので、登記簿上、畑であるにもかかわらず不耕作地という部分については、所有者の方に農業委員さんが指導を行っております。指導の内容としては、「耕作をしてください」と。もし、違法的な農地として、登録しながら実際には、１つの例ですけれども、駐車場になったり、宅地になっている場合には、速やかに所有者の方に手続きしていただきたい、というような指導も行っております。この指導の上には、実際には警告というようなこともあるんですけれども、これは法令に基づいてやらなくてはいけないということで、なかなかほかの地区の農業委員さんも、そこまでなかなかできないなというのが現状でございます。ただ、いずれにしましても、年に１回の農地パトロールに基づく指導を農業委員さんとしては行っております。

　また、意欲の低下を防ぐ１つの方法としまして、先ほども補正予算の中で説明いたしましたように、簡易電気柵の斡旋も行っています。これについては西東京農業協同組合さんも半額で、丸っきり同じものだと思うんですけれども、簡易電気柵を斡旋しますというふうな回覧も回っておりますので、この簡易電気柵を設置して獣から耕作地を守るということも、町として、また農業委員会としても行っている対策の１つということでございます。

　それともう1点が不耕作地、余り手をかけずに収穫できるもの、実はこのようなものを農業委員会の中では検討しております。実際には現在行っているのは、こんにゃく、これを群馬県の方から、こんにゃく種を買いまして、農業委員さんで試しに育てていると。それによっては、所有者の方に余り手をかけずに収穫できますよというふうなことで指導できるのかなと思っていますし、また今年の研修では、現在のところ信州の方のそばの栽培について研修に行きたいというようなことが挙がっております。

このようなことで、農業委員さんとしては、今のようなことを、また町としましても有害鳥獣の駆除とそれにかかわる簡易電気柵の斡旋等を行って、休耕地をなるべく少なく、また復活させるようなことを努力しております。

　今後、何かこのようなことというようなことの提案がございましたら、よろしくお願いしたいと思います。以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、師岡委員の３番目のご質問でございます消防団員を守るための啓発ということでございますが、郷土を愛し、自分たちの町は自分で守るという尊い使命を持ちます奥多摩町消防団、現在、６個分団で325名の団員で活動をしております。町で最も働ける年代の一番大きな団体が消防団であり、災害の時には頼ってしまうのが常ではないかと思っております。日ごろより、火災はもとより風水害の災害に対して訓練、予防・防火広報活動に取り組んでおります。しかしながら、広大な奥多摩町を守るには人員も不足しております。団員の安全を確保するためには、団員に大きな負担、それから危険を減らすことが必要であると考えております。

　現在、奥多摩町の自治会は21ありまして、この中に同じように共助のための自主防災組織を現在つくっていただけるように進めております。消防団員だけが危険なことをするのではなく、地域全体で避難、そして助け合いということができるようになれば、消防団員のみの危険が若干なりとも少なくなるのかなと思っております。町ではこういう観点から、今後も自主防災組織を設立いたしまして、お願いをいたしまして、共助の精神を育みながら地域地域で安全な場所に逃げる等、１人の命も亡くさない覚悟でこれからも取り組んでいきたいと思いますので、ご理解をお願いします。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第47号の歳出の質疑並びにすべての質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第３　議案第47号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第47号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第48号の質疑を行います。質疑があればお願いします。６番竹内和男委員。

○６番（竹内　和男君）　今回、特に今までもそうかもしれませんが、補正で追加という都民の森、あるいは山のふるさと村にしてもそうですが、予算が増やしているというか、増えているというか、そういう仕組みになってきた。これは大変結構なことだと思います。全く今までは残ったお金は東京都へお返しするというふうなことだったんですが、これもやっぱりこういう管理制度、そういうふうになったものかもしれませんが、そういうことで本当にいいことだと思います。

　それで、よく奥多摩広報に都民の森、あるいは山のふるさと村の事業が載っております。今、町内の方がどのくらい利用できるのか。これは事務報告書を見ればわかりますが、そういう意味では本当に町内の方にも利用してほしいよということだと思うんです。

それで、一番感じることは、送り迎えの送迎バスがあるんですね。このバスを利用するとそういう施設へ行って何かいろいろなことが見られたり、あるいは老人会で食事をする場所なども、場所が変わると食べ方も、食べ物もおいしく感じる、そういうこともありますので、そういう利用の仕方もＰＲしていただければ町内の方もいいのかなと思うんです。やっぱり老人会では、どこにしようかななんて迷っている部分がかなりあります。そういう面も、また私たちもＰＲしますけれども、そういう面でも努力をお願いしたいと思います。

以上です。

○議長（鈴木　賢一君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、６番竹内委員のご質問にお答えいたします。

　都民の森、また山のふるさと村ともに、現在、送迎バスを持っております。この送迎バスをいかに有効に活用するかということを、山のふるさと村については冬場の運転等、山のふるさと村の利用を絡めたようなご利用の場合には、町内であれば自治会近くの場所までお迎えにまいりますというようなこともＰＲしておりますし、都民の森につきましても、団体という形に当然なってしまうんですけれども、過去に今、委員ご指摘のように地域の老人会等にＰＲを行いまして、是非とも活用してくださいと。その場合には、お近くまでお迎えにまいりますと、このことも行いました。現実に、都民の森については過去に何回か、老人会というわけじゃないんですけれども、同級生で利用していただいたというようなことが現実にございます。両施設とも年間でいろんなイベントを組むんですが、やはり１回の募集人員というのは限られておりますので、いかに利用者数を上げるかということがこれからの課題なんですけれども、それについては平日、時間があって、お金があってというような方にご利用いただくのが一番いいわけで、特に町内の方にご利用いただくのが一番いいわけなので、そういうことを考えまして、今後もできるだけ町内の団体に利用を呼びかけてまいりたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第48号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第４　議案第48号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第48号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第49号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第49号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第５　議案第49号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第49号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第50号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第50号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第50号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第50号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第51号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第51号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第51号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第51号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第52号の質疑を行います。質疑があればお願いします。１番師岡伸公委員。

○１番（師岡　伸公君）　７ページなんですが、一番最下段に可動式筋トレマシンというのがございます。可動式という意味は、移動できるという意味なのかどうか、その辺がまず１つと、それから、せっかくの施設ですから、利用状況、昨年のを見るとちょっと少なかったように私自身は感じたんですが、利用者の推移、それでまた、予防という意味では利用者に対してのいろんなメリットをやっぱり広報するという、それからそういうふうな事業に誘って健康を保つというような啓発も必要だと思うんですが、今後その辺どういうふうな形で進められるのか、その点をお願いいたします。

○議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　１番師岡委員のご質問にお答えをいたします。

　まず、この可動式トレーニングマシンでございますけれども、これは可動式ということで持ち運びはできる機械ということでございまして、今回、高齢社会対策市町村包括補助事業におきまして、小河内地区の方に、通常ですと福祉会館の２階の筋肉トレーニングのマシンがある部屋でご利用いただくわけですけれども、非常に地理的に遠いということを踏まえまして、先駆的事業という形で山のふるさと村を活用いたしまして、私どもで送迎を行って山のふるさと村で各種の健康増進事業をしていただくということでございまして、その一環で今回、この可動式トレーニングマシンを山のふるさと村に当日持ち込んで、そちらで筋肉トレーニングマシンによって体力増強を図っていただきたいという内容でございます。

　山のふるさと村で使わない日につきましては、保健センターに置いたり、あるいは福祉会館の２階に常備したりして利用を図るという内容でございます。

　現在、福祉会館の２階で筋肉トレーニングマシンを設置をして常設でご利用いただいておりますけれども、確かに、利用者が非常に多くないという状況の中で、私ども保健推進委員の皆さんに、是非とも地域でいろんな活動の機会、皆様方、地域で年に１回、あるいは２回という形で地域活動をしていただいておりますけれども、その中のグループ活動で是非お誘い合わせの上で、２階の施設を使っていただきたいというお願いをいたしております。そのような形で少しでも機会を増やしていきたいというふうに考えておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第52号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第52号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第52号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第53号の質疑を行います。質疑があればお願いします。11番師岡　智委員。

○11番（師岡　　智君）　７ページの一番最後ですけれども、これは国道、都道の舗装、要するに下水道によってあとを復旧するための管理を向こうがやっているという関係から、こういったあれがあるんです。これによってやはり立ち会うという、都の職員の工事か何か、検査か何か立ち会うあれをこういった負担金という形で増やしているのかどうかわかりませんけれども、こういったことについては、町がやっている事業であっても、やはり国道、都道についてはそういうシステムになっていて、こういったものはやはり負担を強いられるということですか。

○議長（鈴木　賢一君）　地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　ただいまの師岡委員のご質問にお答えします。

　国道、都道の掘削復旧監督事務費の負担金と申しまして、これにつきましては国道、都道の所管が東京都になっておりまして、そちらの道路へ下水道管を埋設する上で当然、舗装を復旧したり、そういう作業をしなければいけないということで、やはり舗装を復旧する上で正確な形で復旧ができているかということを、東京都の職員が復旧状況の監督を実施したりします。そういうものの負担金ということで管理基準がありまして、その基準に数字、要するに舗装面積だとか、あるいは舗装を切断したりするそういう延長に対して単価が幾らということで決まっていまして、その延長に応じて負担金を払って監督をしていただくというふうなことで、その負担金ということで計上させていただいております。

○11番（師岡　　智君）　じゃあ、これからも出るということですね。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　この負担金というのは、毎年、国道、都道を掘削して埋設したりする場合は、必ずもう発生するものということでございます。

○11番（師岡　　智君）　はい、了解です。

○議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で議案第53号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第９　議案第53号について原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第53号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。

これをもって連合審査会を閉会とします。長時間ご苦労さまでした。

午後１時27分　閉議・閉会

　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　　奥多摩町議会議長
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